
職務専念義務違反に関する件 

通報内容 本件は、Ｘ事務所において、Ａ職員が勤務時間中に頻繁に居眠りをしている、自身の業務に

関係のないインターネットサイトの閲覧行為を長時間行っており、特に居眠りは職員や上司が

その度に注意を行うも改善されず悪質なものであり改善が全く見られない、とする通報である。 

委員の対応・

不対応の判断

及びその理由 

１ Ａ職員の勤務状況について

 Ａ職員は、勤務するＸ事務所において電話や市民対応、受付や業務で使用するシステムの

操作や調整、消耗品の在庫管理やファイル管理簿の整理などの庶務関係業務のほか、課内で

依頼される軽作業なども行っている。

 Ａ職員は基本的に自席業務が中心であることから、パソコンは常時操作できる状況にある。

天候や市民からの問い合わせ状況でその日の業務スケジュールは左右されるとのことだが、

天気予報や経路案内のためのグーグルマップなどを閲覧する頻度が高くなっている。

特に天気予報は業務の特性上、閲覧する頻度が高い状況となっているとのことである。

２ Ｘ事務所のＢ所長、Ｃ係長、Ｄ係長、Ｅ職員、Ｆ職員及びＡ職員へのヒアリング等により

判明した調査結果が以下のとおり確認された。

(1) Ａ職員の勤務時間中における、居眠り行為とそれが原因とされる市民対応上のトラブル

の有無等について

ア Ｂ所長、Ｃ係長、Ｄ係長のヒアリング結果

Ｂ所長の着任以降、Ａ職員の居眠りについて直接目撃しておらず、職員からも特に

報告を受けていなかった。ただし、着任以前に繰り返しの居眠りがあったことは聞い

ていた。

 Ｃ係長は所内会議中のＡ職員の居眠りを目撃しており、気付いた時に声掛けをして

起こすようにしているとのことであり、Ｄ係長は令和５年４月以降７月までに５回ほ

ど職員から居眠り行為を教えてもらい、その都度に大丈夫かと声をかけると、Ａ職員

は起きて大丈夫と答えていることから深い眠りではないと回答している。

また、Ａ職員の居眠りが原因とされる市民対応上のトラブルについては、いずれも

ないとの回答があった。

イ Ｅ職員、Ｆ職員のヒアリング結果

Ｅ職員によるとＡ職員の居眠りは１日に１回は必ず目撃しているとのことであっ

た。居眠りはＡ職員の作業の手が空いたときが多く、時間も途切れ途切れのことであ

る。周りの職員も気づいたときには本人への声かけや係長に報告をしており、その都

度、係長が注意をしていたとのことである。

 また、Ｆ職員もＡ職員の居眠りにこれまでに２、３回気づいたことがあるが、最近

はなく、所要時間も分からないと回答している。

なお、Ｅ職員及びＦ職員ともにＡ職員の居眠りが原因とされる市民対応上のトラブ

ルはないとの回答があった。

ウ Ａ職員へのヒアリング結果

Ａ職員自身に居眠りの自覚があり、頻度としては週に１回あるかどうかという認識

であった。なお、職務専念義務違反に抵触する可能性も自覚しており、手持ち無沙汰

になるとうつらうつらすることから、それを避けるためになるべく仕事があるように

意識していると回答している。

 また、服薬治療中であり、眠気が出る薬を避けてもらうようにしているものの、複

数服薬していることが眠気に影響していることの懸念を持っているようである。

(2) Ａ職員の勤務時間中における、業務に関係のないインターネットサイトの閲覧について

ア Ｂ所長、Ｃ係長、Ｄ係長のヒアリング結果

いずれのヒアリングからも、Ａ職員が勤務時間中の業務に関係がないと断定できる



 

サイトの閲覧行為は目撃していないとのことだった。いずれもインターネットサイト

の閲覧行為自体は目撃しているが、天気予報やグーグルマップ、ニュースなどは市民

などからの問い合わせ対応のために閲覧しているものとしてそれぞれが認識してい

る。日々その頻度や時間も異なるが、特にグーグルマップは他にも多くの職員が常時

開いていることからもインターネットサイトの閲覧は業務上必要であるとの認識が

あり、Ｃ係長もＡ職員に対してこれまで特に注意を行ったことがないとのことであっ

た。 
 
   イ Ｅ職員、Ｆ職員のヒアリング結果 
     両職員とも、業務に関係のないサイトの閲覧は目撃したことがないとのことで特段不

審な点は無かったとのことであった。 
 
   ウ インターネットサイトへのアクセスログについて 
     所属において、ログを一部抽出し解析を行ったところ、Ｂ所長以下が証言していると

おり、レインアイ（神奈川県の予報）やウェザーニュース、日本気象協会のサイトなど

の天気予報関連のサイトへの閲覧行為があり、長時間、多数回確認ができている。また

同様にグーグルマップやニュースの閲覧も確認することができたとのことであった。た

だし、業務関連の疑義があるサイトへの閲覧履歴も確認されたことから、Ａ職員に事実

確認を行った結果は以下のとおりであった。 
 
   エ Ａ職員へのヒアリング結果 
     インターネットのサイトは業務上必要であることから、状況にもよるが長時間閲覧す

ることもある。内容は主にレインアイやウェザーニュースなどの天気予報関連であり、

他にはグーグルマップを閲覧している。なお、業務と関係のない飲食や旅行サイトなど

を閲覧していたことを認めている。閲覧は１回に５分程度で比較的短時間であり頻度は

多くないとのことであるが、その点は所属が確認したログの履歴からも確認している。 
     これまでも手持無沙汰になると見てしまうとのことであり、そのようなことがないよ

う電話を率先して出るほか、手を動かして仕事に取り組んでおり、現在は業務に関係の

ないサイトの閲覧は行っていないとのことである。 
 
３ まとめ 

調査の結果、勤務時間中の居眠りは上司、職員とも目視あるいは報告を受けており、本人

も自覚があることから事実であると認められた。 
Ａ職員に対しては、所属上司や同僚も居眠りに気づいたときには指導や声掛けを行ってい

るとのことであり、職場でも気にかけられていると考えられ、長時間に及ぶものではない。 
  また、勤務時間中の業務に関係がないサイトへの閲覧行為については、複数のヒアリング

で確認はできなかったが、所属においてＡ職員のアクセスログの確認を行ったところ、天気

予報等の業務に関係があるとするサイトのほか、業務の関連性について疑義があるサイトの

閲覧が確認できた。それを踏まえたＡ職員へのヒアリングでは１回あたりの時間も５分程度

と短く、また頻度は多くなかったが、アクセスログにあるとおり、勤務時間内における業務

に関係のないサイトへの閲覧行為を認めている。 
  なお、Ａ職員は居眠りについて職務専念義務違反の可能性があることを認識し、自身の体

調も踏まえながら、居眠りをしないよう努力しているとのことである。また、勤務時間中に

おける業務に関係がないサイトの閲覧についても反省しており、現在は行っておらず、今後

もそのような閲覧行為を行わないために、電話に率先して出るなど手持ち無沙汰にならない

よう努力していると述べている。 
    

当該局としては、勤務時間中の居眠り及び業務に関係のないインターネットサイトの閲覧

行為について重く受け止めており、引き続きＡ職員の言動にこれまで以上に注意を払うとと

もに、必要に応じて適時適切に職務に専念するように指導を行っていくとのことである。 



 

  以上より、居眠り及び業務と関係のないサイト閲覧行為という職務専念義務に抵触しかね

ない行為はあったと認められるが、本人及び所属として改善の努力を行っていると認められ

る。そのため、当該局に対して、同行受診等により服薬の影響などＡ職員の体調を把握する

とともに、当該職員の勤務状況を踏まえ記録を取りながら丁寧な指導を行うこと、本人の意

向等にも留意したうえで職場内においてＡ職員の体調等への理解を求めるなど円滑な職場環

境づくりを進めることを求め、本委員会としての対応を終了する。 
 

本市の対応  A 職員の言動にこれまで以上に注意を払うとともに、必要に応じて適時適切に職務に専念す

るように指導を行う。 
  

 
  


